

































A Practical Study on the Merging of School Counseling and School Social Work
－From a Case of Teacher’s Visits-type Support for a Girl that was Suffering in 
















































































































































































































４月 ５月 ６月 ７月 計
出席日数 0 19 18 7 44
















































































９月 10月 11月 12月 １月 ２月 計
出席日数 18 17 19 16 15 2 77
























































































































PDCAサイクル（P: plan D:do C: check A: action）
教育課程指導：教材解釈、学習指導、学級指導等
深める 深化過程
*FRIサイクル（F: face R: response I: introspect）
子ども（人間）理解：生徒指導、教育相談、支援教育等
つなぐ 拡大過程





















・小澤美代子「効果的な登校刺激」『児童心理 No.933』金子書房 2011 pp.67〜75
・ 田上不二夫『実践スクールカウンセリング －学級担任ができる不登校児童・生徒への援助－』金子書房 1999 
pp.93〜97
・田中耕治編著『時代を拓いた教師たち　－戦後教育実践からのメッセージ－』日本標準、2005年
・文部科学省『生徒指導提要』平成22（2010）年 pp.92〜126
［論文要約］
　児童を取りまく今日の格差と貧困の社会問題は学校教育に強い影響を与えていて、それを背
景とする家庭問題（DV、虐待、家庭内暴力、離別等）を抱える事例が増加してきている。不
登校児への登校支援の際に、学校は家庭問題に深く介入することはできないが、そこに起因し
て不登校が現れている状況下では、それに接近していく中で解決への展望を見定めていくよう
な学校教育実践が要請されている。
　本事例では、筆者はクラス担任として「よりよい関係＝well relation」をめざす教育相談実
践にあたり、不登校児童への登校支援と居場所づくりの過程で、ソーシャルワークの観点もと
り入れて、訪問型支援を軸にした児童とその家庭への関わりを重視した実践を進めてきた。そ
れにより、児童と母親の言動に込められた願いを「well being＝よりよく生きる」の視点で受
けとめることができ、二人の生活への理解を深めることにつながった。現実の生活場面（フィー
ルド）において、先の視野のもとで児童の不登校事象を通じて、家庭の「問題」がどのように
学校へ投げかけられるか、それを教師がどのように把握して対応するかは、子ども（人間）理
解と社会認識を深める教育実践と力量形成の今日的課題だと考える。
　そして、学校カウンセリングと学校ソーシャルワークの協働という新たな実践的課題に対し
て、その最も近い立場にいる教師（担任）がwell relationとwell beingの視点で課題を接合す
る役割を果たす意義を、日本の教師たちが大切に組み入れてきた家庭訪問という教育スタイル
に再検討を加えることで、その可能性を示唆することができた。
